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 事例1

「道路経済調査分野の活用可能性」

 事例2

「防災分野の活用可能性」

 まとめ

「当業界における今後の活用可能性、発展性」



事例1 「道路経済調査分野の活用可能性」

国土情報専門委員会

松林 豊
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 ２．目的・対象

 ３．実施内容・方法

 ４．知見

 ５．成果
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【従来の調査手法の課題 （圏央道開通の整備効果を例に）】

– 新規道路の開通効果は、調査検討業務等（発注業務）の中
で把握が行われるが、調査項目・範囲が限定的である。

例1） 特定路線の交通調査（交通量，旅行速度 等）

例2） 事業者へのアンケート調査 等

– ライフスタイルの多様化により、様々な場面での波及効果が
考えられるが、これらを効率的に把握する手段は無い。

【ＳＮＳの活用（上記課題解決の１手法）】

– SNS分析により、事前想定ができていなかった影響範囲や、
新たな効果の発見が期待できる。

１．分析主旨
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 目 的

– 圏央道（一部区間）の新規開通の前後において、SNSのコンテ
ンツから地域住民・利用者の口コミ・評価の変化を把握し、以
下の検証を行う。

• 効果・課題の具体的な把握

• 新たな発見（事前想定できていなかったこと）

 対象とした事象

– 圏央道（相模原愛川ＩＣ～高尾山ＩＣ区間）の新規開通

– 延長：１４．８ｋｍ

・開通日 ：平成２６年６月２８日（土）

・車線数 ：４車線

２．目的・対象
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 圏央道開通（相模原愛川ＩＣ～高尾山ＩＣ区間）（H26.6）の概要

２．目的・対象

出典） 国交省関東地方整備局 ホームページ
http://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000112174.pdf
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出典） 国交省関東地方整備局 ホームページ

http://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000112174.pdf

２．目的・対象
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 対象としたデータ

– 対象データ ：サンプリングされたTwitter投稿データ

– 対象の期間 ：平成26年6月28日（土）の前後1ヶ月程度

– 抽出キーワード：下記キーワードを選定（※後述）

２．目的・対象

分析対象 一次抽出キーワード 二次抽出キーワード

圏央道の開通区間 圏央道
渋滞、交通量、増加、減少、迂回、
時間短縮、スムーズ、便利

開通により渋滞緩和
が期待される道路

首都高
圏央道、
渋滞、交通量、増加、減少、迂回

環状8号線／環8／
環状八号線／環八

圏央道、
渋滞、交通量、増加、減少、迂回
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圏央道（相模原愛川ＩＣ～
高尾山ＩＣ）の新規開通

圏央道（相模原愛川ＩＣ～
高尾山ＩＣ）の開通時刻公表

圏央道（桶川北本IC～白岡
菖蒲IC）の開通延期公表

３．実施内容・方法

 キーワード「圏央道」で抽出した結果、開通前後1ヶ月で
6,206件の口コミ

 傾向把握のために、キーワードを更なる
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３．実施内容・方法

 抽出結果 ： キーワード「圏央道」で抽出

2013 2014

12 1 2 ３ 4 5 6 7 8 9 10 11

トレンド
件数

375 380 1,047 467 840 534 4,363 1,843 1,275 664 692 757

渋滞 9 21 49 33 68 29 156 123 172 88 41 94

交通量 0 2 1 1 0 1 6 43 22 0 1 5

増加 1 0 2 1 1 2 2 27 0 0 2 8

減少 0 0 0 0 0 1 0 30 36 3 0 1

迂回 0 1 2 2 0 3 1 6 5 1 2 8

時間短縮 0 2 0 0 1 0 4 3 5 1 1 0

スムーズ 5 7 4 3 4 6 7 9 2 2 4 3

便利 10 7 5 5 16 7 123 48 24 21 8 14
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３．実施内容・方法

 抽出結果 ： 二次抽出キーワードとの複合検索で抽出
「首都高」 × 二次抽出キーワード

2013 2014

12 1 2 ３ 4 5 6 7 8 9 10 11
トレンド
件数

510 2,977 4,464 14,330 5,179 4,171 4,755 4,382 7,506 4,217 4,922 4,374

圏央道 6 9 9 3 3 0 22 7 6 3 1 12
渋滞 138 82 206 107 53 49 46 57 118 55 62 87

交通量 1 2 2 1 0 1 1 1 3 0 0 2
増加 2 1 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0
減少 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
迂回 3 1 1 8 2 2 1 0 1 2 1 2

「環状8号線／環8／環状八号線／環八」 × 二次抽出キーワード

2013 2014
12 1 2 ３ 4 5 6 7 8 9 10 11

トレンド
件数

510 630 811 726 621 727 701 714 678 608 566 598

圏央道 1 0 0 0 6 2 49 39 4 3 2 0
渋滞 21 34 79 56 32 36 54 32 26 26 21 20

交通量 3 1 1 4 2 0 6 32 2 0 1 0
増加 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 0 0
減少 0 0 1 0 0 0 1 26 1 0 0 0
迂回 4 1 3 2 1 0 3 0 3 1 2 4
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４．知見

 効果の把握

都心経由から圏央道利用への転換による首都高速の渋滞緩和の
ほか、一般国道16号の渋滞緩和も確認。

– （6/30）：圏央道の開通効果か首都高に目立った渋滞ない！

– （7/02）：交通情報を聴いていると、首都高や他の高速の渋滞が少なくなって
いる気が。やはり、圏央道の開通効果なのかも。東北道まで繋がれば、更に
渋滞が少なくなる？

– （7/22）：圏央道、首都高回避できて、渋滞も無くて、快適過ぎ！白岡菖蒲
〜桶川北本間も今年開通予定なのが嬉しいですな。1987年の神構想。

– （7/28）：圏央道の西側が開通したおかげか、駐車場とすら揶揄された16号
が、前代未聞なくらいガラガラなんだが…。
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４．知見

 課題の把握

開通に伴う新たな課題、ボトルネック箇所等を確認。

– （7/05）：圏央道開通効果なのかな、海老名インターまでの一般道が大渋滞

– （7/06）：中央線の談合坂から小仏トンネルまで、酷い渋滞！恐らく、圏央道
が開通したから？車が増えたせいで、小仏トンネル付近の渋滞がさらに悪化
した？全体像を捉えずに道ばかり増やしても、渋滞回避どころか、悪化につな
がるよ！

– （7/06）：圏央道が中央と繋がって、初めての試合観戦。厚木の合流で、渋
滞６Km。繋がらない方が、よかったかも。(ノД`)・゜・。

– （7/25）：圏央道〜開通したのはいいけど、毎日大渋滞なのよねん。近隣の
厚木市内の道路までベタ混み状態。なんかおかしいような…"
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４．知見

 新たな発見：（例 ｢料金への不満｣）

関連キーワードの多さから、事前想定できていなかった観点・着目
点の発見も。

– （例）祝 圏央道開通！早速 熱海帰りに走ってみたけど、八割がたトンネルや
ね（≧∇≦）都心へは、少し遠回りで所要時間もあんま変わらず、料金高い
ね。⤵

– 例）相模原と高尾がつながった圏央道を走ってきた。県央厚木から乗って、
開通部分を通って中央道に抜けて相模湖東でおりて940円也。
結構楽になった気はするけどちょっと高くないか？半額で940円ってどうよ？

– 例）圏央道の開通後 初めて入間-厚木間を利用した。ものすごく便利にはな
ったが、高速料金が...  入間-圏央厚木 普通車で1810円 便利にはなった
けど、そう、ほいほいと乗れる料金ではありませんでした(^^;;  なお、厚木PA入
口は渋滞してました。
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 効果・課題の具体的な把握の可能性

・ 複数の路線名（例：圏央道＋路線名）を検索キーワーとして設
定してつぶやきを抽出すると、新たな影響範囲の発見につながる。

・ 事象当日のつぶやきは多いが、前後の期間では関連するつぶ
やきは多くない。
⇒ SNSへの投稿は、旬のネタを扱う傾向にあることが要因

 新たな発見の可能性

・ 圏央道を含むつぶやきに多く含まれる関連キーワードが抽出で
きると、新たな効果や課題の発見に繋がる可能性

⇒ 今回の事例では、「料金」に関するつぶやきが多かった。

５．成果
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 抽出、分析時のキーワード選定（特性）

「交通量」、「増加」、「減少」など

 ツィートで使用されにくい単語（＝硬い表現）であるため、抽
出・分析には不向き

「渋滞」

 開通後の直後において、圏央道関連の投稿を抽出可能

 道路開通時に限らず日常的に使用されているため、追加
キーワード（例：路線名など）による絞り込みが効果的

路線名 （例：「首都高」、「環状8号線」など）

 二次抽出キーワードとして路線名を組み合わせることで、
他の路線への波及効果（の評価）の抽出・分析が可能
（例） 圏央道×首都高、 圏央道×環状8号線 など

５．成果
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 その他の可能性（事象把握など）
• キーワード「圏央道」で抽出 13,237件
• キーワード「首都高」で抽出 64,267件
• キーワード「環8／環状8号線」で抽出 7,890件

米国ｵﾊﾞﾏ
大統領来日

大雪でｳｫｰﾀｰ
ｽﾗｲﾀﾞ-状態

ﾗﾝﾎﾞﾙｷﾞｰﾆ
炎上

伝説の走り屋記事
への引用ﾂｨｰﾄ

バス3台
追突事故ﾄﾗｯｸ

横転

渋谷火災

圏央道（相模原愛川ＩＣ～
高尾山ＩＣ区間）の新規開通

５．成果



事例2 「防災分野の活用可能性」

国土情報専門委員会

吉田 武司
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 ２．目的・対象
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【発災前後における情報収集の課題】
– 発災前後において、時々刻々と変化する状況を把握し、迅速かつ的

確な防災活動が求められる。

– 国や地方の行政機関の人員には限りがあり、きめ細かな情報収集
活動が困難となる。

– 従来、電話やFAXによる情報収集が行われ、情報の整理、伝達が
困難である。

– 防災専用の通信設備等を整備すると、その投資と維持管理に費用
を要することとなる。

【ＳＮＳの活用（上記課題解決の１手法）】
– スマートフォンにみられる携帯端末が急速に普及しているため、人

をセンサーとしたきめ細やかな情報収集が可能である。

– 防災専用アプリではなく、日常から使い慣れたアプリが利用可能で
ある。

– 情報収集やコミュニケーションが可能であり、リアルタイム性が高い
情報収集や履歴情報の管理も可能である。

１．分析主旨
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 目的

– 台風等の自然災害による被害や避難状況とクチコミ内容の関連性を整
理し、以下の検証を行う。

• 現場の状況確認の可能性

• 防災活動の判断の可能性

• 現場とのコミュニケーションの可能性（住民の指摘、不安、評判など）

 対象として事象
– 平成25年台風18号
– 対象の期間：平成25年9月15日～16日

２．目的・対象
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 平成25年台風18号の概要

２．目的・対象

出典）国土交通省、気象庁ホームページより
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 対象としたデータ
– 対象データ ：サンプリングされたTwitter投稿データ

（災害時に最も活用されたメディアであること、即時性があることなどから）

– 対象の期間 ：平成25年9月15日～16日
– 抽出キーワード ：目的の分析ために下記キーワードを選定

：、

：

２．目的・対象

分析対象 キーワード

状況把握が可能であると想定した
キーワード

台風、洪水、浸水、京都市、渡月橋、
降雨量、mm、ひどい、やばい

防災活動およびコミュニケーションに
活用可能と想定したキーワード

避難所、避難勧告、避難指示、警戒、
防災無線、避難したい避難できない、
動けない、避難場所どこ
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 抽出結果

３．実施内容・方法

2013/9/15 2013/9/16 合計
台風 81,971 240,109 322,080
やばい 47,532 71,964 119,496
mm 8,572 9,793 18,365
ひどい 7,622 10,047 17,669
避難勧告 899 15,908 16,807
警戒 3,801 6,747 10,548
洪水 3,897 5,014 8,911
渡月橋 7 8,474 8,481
浸水 1,386 6,323 7,709
避難指示 55 5,325 5,380
京都市 252 2,095 2,347
動けない 770 1,475 2,245
避難所 195 1,676 1,871
防災無線 51 129 180
降雨量 42 87 129
避難したい 4 54 58
避難できない 1 43 44
避難場所どこ 0 7 7

合計 157,057 385,270 542,327

キーワード トレンド件数

2013/9/15 2013/9/16 合計
台風 81,971 240,109 322,080
やばい 47,532 71,964 119,496
mm 8,572 9,793 18,365
ひどい 7,622 10,047 17,669
洪水 3,897 5,014 8,911
渡月橋 7 8,474 8,481
浸水 1,386 6,323 7,709
京都市 252 2,095 2,347
降雨量 42 87 129

合計 151,281 353,906 505,187

キーワード トレンド件数

2013/9/15 2013/9/16 合計
避難勧告 899 15,908 16,807
警戒 3,801 6,747 10,548
避難指示 55 5,325 5,380
動けない 770 1,475 2,245
避難所 195 1,676 1,871
防災無線 51 129 180
避難したい 4 54 58
避難できない 1 43 44
避難場所どこ 0 7 7

合計 5,776 31,364 37,140

キーワード トレンド件数

キーワード（全体）のトレンド

キーワード（状態把握）のトレンド

キーワード（防災活動等）のトレンド
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 時間別抽出件数（状態把握）

３．実施内容・方法
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 時間別抽出件数（防災活動・コミュニケーション）

３．実施内容・方法
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– 状態把握

• 台風の接近から上陸にともない「台風」のクチコミ数が増加している。

• 台風の接近から上陸にともない「洪水・浸水」のクチコミ数が増加している。

• 浸水が始まる前から「浸水」のクチコミ数が増加している。

４．知見
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– 状態把握

• 「mm」、「ひどい」、「やばい」などのキーワードは台風以外でも利用されているた
め、台風接近から上陸にともう密接な関係は見出せない。

４．知見
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– 状態把握

• マスコミ（TVニュース）等により影響をうけるキーワード（渡月橋、京都市）がある。

４．知見
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– 防災活動・コミュニケーション

• 避難勧告や避難指示発表後にはクチコミ数が増加傾向にある。

• クチコミ数によりどの程度、伝達できているかの目安となる可能性がある。

４．知見
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 現場の状況確認の可能性について

– 「浸水」や「洪水」というキーワードが被災者の状況を示してい
る

– 「浸水しそう」、「浸水してきた」などから現場状況が確認できる

– 場所情報があれば、各地域の浸水状況を把握することが可能

– 「避難しました」、「自宅待機です」という口コミから避難状況を
推測できる。

 防災活動の判断の可能性
– 現場の状況（ 「浸水しそう」、「浸水してきた」等）を防災活動の

判断に利用できる（場所情報があれば）

 現場とのコミュニケーションの可能性
– 避難場所の意見を収集可能（避難所に来て6時間。そろそろ

解放されたいもんだ。避難所で握り飯と乾パン食ってる 等）
⇒避難場所での活動に活用可能

５．成果
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 考察

– 台風の接近に伴いクチコミが増加していることは確認できたが、現時
点のキーワードだけでは被害や避難状況と関連付けることは困難

– さらに利用されるキーワード（特に被災者）の分析が必要（キーワード
選定には経験が必要か）

– 単純にキーワードを抽出するのではなく、そのクチコミ内容（本文）を分
析することで関連性を見出すことが可能

– 場所情報と連携できれば、より関連性を見出すことが可能

５．成果
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まとめ

「当業界における今後の活用可能性、発展性」

国土情報専門委員会

菊地 英一
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やりたいこと SNSの活用イメージ
SNS活用の方向

性

防
災
・減
災

発災時
異常の早期発見

・災害関連キーワードが含まれる投稿のリアルタイム抽
出による被災状況（場所・内容）の把握

状況把握・分析

影響把握，行動
予測

・通行止め、渋滞、足止め等の発生状況の把握
・投稿数からの避難状況（密集度等）の把握
・投稿内容からの次の行動予測

復 旧 ・
復興時

課題把握，フォ
ローアップ

・救援物資の供給状況の把握（水が不足 等）
・ネガティブ表現（つらい、眠れない、･･･）が含まれる投
稿の抽出・分類（⇒メンタルケア）

平常時
(防災) 住民意識調査

・災害危機意識の把握
・「川の防災情報」や「XRAIN」に関するつぶやき（便利、
わからない）

社会インフラ
管理

異常や問題箇所
の早期発見

・舗装陥没、大雨時冠水等のインフラ問題箇所の把握
・ゴミの不法投棄、慢性的な渋滞発生箇所の把握

市場調査・分析

整備効果の把握
・新規道路整備や社会実験前後での周辺住民の口コミ
内容の変化（渋滞解消、時間短縮 等）

苦情･トラブルの
防止

・建設工事中の騒音・工事渋滞に関する口コミ把握

行政評価

行政サービスの
評価

・道路管理、防犯・防災対策等に対する投稿の抽出によ
る住民満足度の把握

・対策実施前後での時系列的な効果計測

都市評価
・「住みたい街ランキング」とSNSの因果関係分析
（市町村間の比較など）

当業界における今後の活用可能性、発展性

・当業界において様々なシーンでの活用は期待できる
・SNSの特徴を生かした、活用を図ることが重要

事例２

事例１
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当業界における活用事例①

・ツイッターを利用した災害情報収集 【埼玉県和光市】

・大規模災害が発生した際に、被災状況に関する情報収集の手段の一つ
として、ツイッターを効率的に活用
・和光市の災害に関するハッシュタグ『#和光市災害』を定め、ツイッターを
活用し災害情報を収集。
・実際の災害、平成26年6月25日（水）午後に発生したゲリラ豪雨、平成26
年7月20日の和光市での大雨等で活用

参考URL http://www.city.wako.lg.jp/home/kurashi/bousai/bousaitaisaku/_13853.html
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当業界における活用事例②

・記録的な大雪にSNSを情報収集や拡散に活用 【長野県佐久市】

・記録的な大雪の際、各地の積雪状況や交通状況を確認するために長野県佐
久市の市長がツイッターで市民に情報提供を呼びかけ、情報を収集。

・ツイッターで集めた写真などから被害状況の確認や指示を出し、市の対応状
況についても逐一報告。

・佐久市の持つ除雪力では「不足」いう判断から、県知事に自衛隊出動を要請。

参考URL http://www.j-cast.com/2014/02/19197189.html?p=all
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・千葉市内の様々な課題（道路の傷みや施設の故障等）を市民から収集。

・「レポーター」となる市民がスマートフォンアプリを活用し、レポーターは地
域の課題を写真や動画を撮影し、コメントを付記してレポートする仕組み。
・GPS機能を活用した正確な位置情報も自動的に付加。

・市民と市役所（行政）、市民と市民の間で、それらの課題を共有し、合理
的、効率的に解決することを目指す。

当業界における活用事例③

・スマートフォン用アプリ ちばレポ（ちば市民協働レポート） 【千葉県千葉市】

参考URL http://chibarepo.force.com/CBC_VF_SPMenu

レポートされた情報はシステムで一元管理さ
れ、各課題に対する市役所の対応状況（受付
済・対応中・対応済）をWeb上で公開
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当業界における今後の活用可能性、発展性

・従来のアンケート等による調査に対し、より即時的に調査結果が得られる
・即時的な不特定多数の情報をもとにした状況把握や分析が可能

従来手法

即時性

情報量

市場調査・分析【事例１】
・新たな事業や政策による効果分析
・事業や政策による影響把握

状況把握・分析【事例２】
・災害時の即時的な被害把握
・渋滞・事故等の突発事象の影響把握

ポイント①
情報を得るまでの
時間短縮に期待

アウトプットを
得るまでの時間

ポイント②
不特定多数の

声・情報を即時的
に活用可能

SNSを
活用した
調査手法
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